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昭和 16年 11月'19日の日向灘地震に就て

本 問 寧
/ 

1. 昭和 16年 11月 19日に日向灘に震源を有する可成の地震が起った.との地震は九州，四

図d日向灘沿岸に被害を及ぼし，且小津浪を引き起した・筆者は中央気象蓋長の命を受け3 驚坂技

師と同行し，伊藤大会測候所長，生沼宮崎測候所長等の際援を得て震害地を観察した.其の踏査報

告はすべ広務表1)したがj今同時共の後入手した各地よりの報告に基いて多少数量的危調査を行ひ

得たので其の結果の大要を報告する. 日向灘は其の後も活動を績けて居るが，本報文で.は 11月中

の活動のみを取扱ひ，それ以後のものは今後の調査にゆづる事とする.

2.・先づ各地より報告せられたデ{グに基いて，前震，本震，官余震の震源の位置，深さ，震源に

於る稜震時等を定めた.次にとれを表示しよう.猪ヰれらのものム決定には等震時線，初期徴動時，

間3走時曲線等によれ利用し得る総でのデ{グを用ゐた.走時曲線は和達p 鷺坂，益田2)三氏の

走時表を標準に採つである.ー

ーとれらの地震の特色としては震源、が極め七浅い事が奉げられる. I3P:ち以上の方法で調べた結果に

グ、
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よれば震源は地表上にあると云

ふ事が出来る.とれは本震が津

浪を引き起した事とも矛盾しな

い.猶第1表に記載した震源、位

置は分迄讃んであるものと度の

端数で讃んであるものとは夫々

共の程度の精度がある事を示

す.勿論前震及び飴震はもっと

あるけれEも，震源決定の精度

が落ちるので， ζの様たものは

総て省いた.

×前震

'焦 1-闇震源分布固⑥本 震
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1~ 験震時報 12巷 3]鋭

2) 和蓮，鷺坂，盆田， Geophys. Mag. 7く1933)87--99 
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昭和初年 11月 19日の日向灘地震に就て 207 

記載せる震源位置は，とれをこ百高の地固に拾いた.第1園が夫である.此の固によれば，震源は

長軸が略北東に向き，長宇径の長さ約 30粁，中心位置東経 132.
0
2，北緯 32.

0
2に友る楕圏中に分

布する.本震(@)は短軸の頂貼に位し，前震ぐが1))は其の附近に集り，更比その外側に飴震(ム〉

の震源が分布して居る.印しの大小は震源の位置決定の精度によれ小たるものは犬たるものより

も精度が落ちるのであるO 此の固によれば，中必附近より地震が護生し，弐第に周圏に波及して行

く様が解る.此の分布朕態は松津博士の所訟と一致する・ー

22.9 

賞主 1 表

東径 北緯 深さ 有感宇径 備 考

132.014' 32.013' O粁 >160粁 〔小Ji
132.005' 32;010' O >150 〔小J2
132.01 33.02 o 100 〔局〕

132.02 32.02 O 〔無感〕

132.01 32.01 O 〔無感〕以上前震

132.007' 32.013' o >400 〔頼Ja本震
132.01 32.01 。 > 80 〔局〕以下附震

132.01 32.01 。 100 〔局〕

132.0。 32.01 。 60 〔局〕

132.00 32.00 。 150 〔局〕

1日4時分
1. '14 06 33 

2. 10、50

8. 11 43 

4. 12 14 

5. 13'24 

'6. 19 01 46 

7. 02 50-

.8. 03 05 
9. 20 14 27 

10. 29 22 33 

秒

14.5 

34.4 

11.・8003 04 47.0 132.028' 32.018' 0 180' (/1、J4
備考欄中〔小1は/1'、直域地震， (顛〕は穎著地震， (局〕は局護地震を意味する.脚符は後節に利用する鴬に
附したものである.

策 2固 14日 6時 33分頃の地震のP設走時曲線
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く1) x，ム等の印の大なるものは，小たるものよりも精度が高<，且地震の規模が大きい.
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-紫 3園 14日 10時 60分頃の地震のP波定時曲線

/00 200 JOO‘ μ。 SfJO 600 700 1100 

集 4閏 19日 01時 46分頃の地震のP波走時曲線，
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ー集 5薗 80日 03時 04，分頃の地震のE波走時曲線

、

100 200 300 100. .500陶 600 700 

3. 次に小匿域地震以上の地震の観測表とそのT波走時曲線を掲げる.T波初動方向は共の報告

の敷が比較的少いので一切省いたイ猪本震の初動会布園は昭和;16年 li月の気象要覧に記載して

あるから，とれを参照せられたい.とれによればT波初動方向は震源を通る一本の直線によって上

動と下動とに別直せられるが，その様友護震機巧は考へ難い・可成の虞範園に渉って記象紙を精密

に験測すればp 得るち庁があるかも知れ無い・表中の F 及 ~T に関しては 4 笥及び 5 節を参照さ

れたい.脚符 1，2，3，4は夫々の量が後震時，1頃に並べてある事を表明し，第 1表の備考欄の脚符と

一致する、糖、て脚符の同じものは一つの地震のものである.

叉観測表には各地の震度は一切省いた.前述の記象要覧を参考にせられたい.叉本震の震度分布

園は詳細なものがF 前に述べた筆者らの踏査報告に載せてある.これらを参照して戴ふれば幸甚で，

ある.

4. 各地より其の地震の最大振幅，其の週期及び稜震時が報告せられて居るので，とれらを利用

して次の如き調査を試みた.自ち最大振幅の各成分は其の殻震時が同一Aの測候所でもいさ Lか呉る

が，とれを平均して其の測候所に於る最大振幅の後現時とし，各成分のベクトノレ和を以て其の時の

地動ーとし，千均週期を以て其の週期と在した.ζオ〈し出厳密には正しぐは無いのだけれども，各成分

.の設現時が略主相等しく且其の週期も略主相等しいのでF 此の様に考へるととは意味が友いわけで

はない.此の合成ベクトルの走時曲線を重いて見た所が大韓直線の上に乗れ其の停播速度は直線

の傾斜から見て大鵠 4穏に友るのでとてもかくも表面波である事が解った.イ旦し震央距離Aが 100
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e 策 2 表 14 '日 06時 14日 10時四日 01時 30日 03時

/ 
震央距離く粁) ， 援震時て分:秒) 偏差(秒') EくC.G.め

t-!) 。

観測所 41 42 .43 44 T1 T2 Ta T， 4T1 ~T2 4Ts 4T4 Z九 E2 E3 E4 

一

清犬宮宇熊 和 分本崎水島

74 1705 1 一 46:38.5 05:55283 •• 8 0 一 一 - 0.4 一 一 7.646 0.001472 

90 103 103 
83:311671 ••• 4 7 

50: 52.3 43.0 04: - 0.9 - 1.6 - 0.3 - .4.0 一 一 一
112 122 119 100 59.1 39.7 5: 23.7 0.0 + 1.4 一 0.05412 一
124 121 259 129 58.2 47.7 05.5 + 0.8 + 1.0 - 5.5 一 一
159 145 151 173 38.9 51: 01.5 48.5 12.1 - 3.9 +、 0.9 - 1.9 - 5.4 0.01217 '0.002169 3.0200 一 0.00007022

飯温松鹿高 ー児泉 岳島山

176 一 168 200 ， 38.0 一 55.0 22.2 -:- 7.2 -1 + '2.3 + 1.2 一 一 0.08367 0.00000342 

198 187 213 27.8 48.7 12.9 一 一一 6.5 一 一 一 一
183 188 188 168 45.6 07.3 55.1 12.1 -' 0.5 + 1.6 + 0.3 - 4.5 0.001674 0.00006051 0.2731 0.002669 

知塚
188 202 12917 1 

168 50.7 15.2 5571.J4 o 12.4 + 0.9 一+0.7 - 4.2 
0.005311 0.00001371 0.02111 0.00000534 

204 222 07.8 18.7 一 - 0.7 ー7.5 - 5.2 0.00000592 一 一

長室
戸時踊岡

208 224 220 186 52.8 1.2.4 21.5 + 2.8 + 1;0 一+2.0 0.00002390. 一 0.03168 0.00000514 

210 07.2 一 一 - 2.7 一 一 0.00001111 一 一.

-下F康昌 22226 8 22218 0 
222 36.2 07.4 47: 04.3 一 一一 3.6 + 4.3・ 一0.00006245 0.00001105 一 一
223 238 49.0 10.4 46: 59.3 25.2 一一 3.2 - 0.4 - 0.9 +. 0.2 0.0008170 0.0002822 0.2657 

、

島 235 236 241 225 53.9 14.9 47:01.4 19.2 +. 3.8 + 1.8 - 1.2 - 5.5 0.00004926 0.00000614 0.04280 一

多徳屋岡日 久庇 島常島山

260 250 一 282 5327..2 6 11.7' 31.9 + 0.1 -- 3.5 十 0.10.00001843 0.00002697 一 一
278 280 276 250 15.2 16.6 28.2 一 - 3.7 一 + 0.6 一 0.1824 0.00001024 

297 309 
3334017 9 7 

58.7 28.6 0105 •. 2 9 
一、 - 2.6 一 一 。'~0004484 0.0002736 0.7275' 一 、

295 33252 3 
34: 06.9 28.2 一 + 5.8 + 2.9 + 3.2 一 一 一 一 一

測本 318 ， 一 26.7 10.2 40.0 一 - 2.4 - 6.5 + 3.4 一 0.00000098 0.01899 0.00000093 
、

潮神尾大和、歌 蒋坂岬戸山

:347 ，- 360 一 13. 15~ ，ー 一0・00002784 一 0.0254 一
一 368 366 334 52: 00.9 14.7 - 4.2 一 一 一 0.05576 一
385 398 395 365 。 26.4 51 :43.0 21.2 48.3 f 一 - 1.5 + 5.3 0.00001901 0.00000080 0.05070 0.00000097 
415 432 395 19.6 95.7 23.9 53.2 + 3.2 - 2.9 + 3.9 一 0;0002463 一
405 417 415 384 29.7 45.5 26~5 51.5 一 + '1.3 + 6.1 0.00002805 0.00000232 0.04113 0.00000215 

イ.... 

八 木 42916 5 一 426 '394 21.2 一 25.4 54.0 + '4.4 ー， - 1.4 + 4.8 一 0.004477 一

漬豊名京

回 300 290 01.2 26.1 一 + 0.1 - 4.5 一0.00008460 0.00001286 0.0ω933 一
岡 428 439 437 409 24.8 a4485 •• 4 3 33.0 52.0 

+ 6.5 ~. + 4.8 + 3.0 0;00005385 0.3725 0.00000179 

瀬都 44296 2 457 432 一 '30.8 56.1 一 +1.0 + 4.6 一 一 0.006962 一
502 464 520 16.8 17.0 30.4 58.0 一 - 4.9 - 4.4 一 一 0.0007300 Fー

、

‘亀彦ー 津4 根山
一 495 一 一 52. 一 一 + 5.1 一 一 0.00000034 一 一
484 500 496 464 2340 •. 2 0 47.6 36.5 一 - 1.2 +.0.2 + 0.9 一

0.00000786 0.00000115 0.0悦8OO 0.00000097 

500 515 512 479 40.0 39.3 06: 05.7 + 2.5 一 + 1.8 0.00003780 一、 0.001490 

¥戸/
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h司、

" 
大 五IS 528 815 524 533 30.1 54.2 37.1 17.6 - 1.3 + 5.1 ¥ー1.9 一 -， 
，伊吹山 515 528 525 495 26.7 84.2 41.0 

0030 •. 6 9 - 2.6 - 0.2 + 1.9 + 1.6 0.00005717 一
肢 亭 538 553 一 519 25.9 53.6 - 6.2 + 1.3 0a.00000000悦02o36o 0.00000100 一
名古屋 544 557 555 524 32.1 52.3 42.4 05: 56.2 - 1.3 -:- 2..1 - 0.5 - 6.8 0.006481 一
読書 井 574 570 ← 57.3 45.2 + 0.8 + 0.5 一 一 一

、、
潰 松 一 -' 576 

48-:405田且71.69 9 8 

← ←一 + 0.1 一 0.004025 一
富 山 619 。647 06: 20.0 -"，- - 0.5 + 1.5 0.01457.... ' 
甲 ‘府 694 704 35: 0I~9 一 + 9.9 + 0.7 一 0.05098 、叫 一
一一一 島 713 707 673 52: 16.2 53.2 + 2.2 ，+ 0.6 ーー一 一 0.001369 
舵 F 津 一 一 713 678 、Fー- 03.8 31. 一 +一‘0.1 一 一 一 0.003057 一

輪 島 712 724 722 34，: 51.3 04.7 27.2 -.1.9 
¥ 

一 0.09871 一 一 一 一 一、
大 島 一 730 OL1 、一、 3.7 一 一 0.0003601 一
八丈島 732 。0.8 一 一 一 - 4.01: 一 一 一 戸一

一‘ 
遁 分t 732 750 747 715 35 :00.3 14.5 08.6 41.7 + 3.0 - 4.2 + 1.6 一 0.00000061 一 一 一
.長 百ル 一 一 747 716 一 ，09.4 57.01" + 2.4 一 一 0.002113 一

宮 時 774 07.81' - 2.5 

00 •• 0副0佃00K2田0M29B858拙8359 9 5 

‘・一 一 -- 一 一 一
前 橋1 一 一 790 一 12.6 一 + 0.3 一 一
横 潰 797 一 12.9 

t 

一 一 0.4 O. 一一 一 一 一 一
熊 谷 一一 798 13.5 一.，- 4.2 + .0.2 一 一 O. 一、¥t  
東緬 京 一一 807 一 16.5 ← + 2.0 一- 一 一 '一 一 、

-相 }I¥ 一一 850 一 一 20.7 ← + 0.9 一 一 一. 0.00000724 一
宇都宮 一一 856 一

_. 
一 18.8 ー一-，'" - 1.9 一 一- 0.00007916 一

筑波山 859 一 21.1 0.0 一 一 一 一-
、柿 岡 一一 866 一 一 23.3 ←十1.31'. ← 一 一 一
，銚 子 895 一 一 ← 27.1 + 1.6 一 一 一 0.0007233 一

， 
0.0008393 71<. 戸， ←ー 897 一 一 26.3 一 + 0.5 一 一 一 一

新 1島 一一 99678 6 一 37.6 -1 +.3・3 一 一 一 0.005259 一、踊 島
f 

40.7 一 一+4.8 一 一 一一 00..000001357551 8 一一
山 形 .一 -11000 一 41.7 一 一十 0.5 一 一 一 一
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粁附近では表面波の初めの部分はS波の一部と混じて其の分離が困難であるい且叉震央附近では

表面波は先程後遺しないので，最大振幅は寧ろS相中に存在すると考へられるのでF 以後の調査で

は表面波と認めちれる部分だけを取扱ふ事にしたそとで合成ベクFルの振幅をM，共の週期をζ
/とする.すればE=MりT2はとの振動のエネルギーに比例する量である・各測候所より報告せられ

たデ{ダ戸に基いてEたる量を定め，とれの減衰の欣態を調べた.共の結果によればFは

E=A.主主; 、 日 :.:...~~.(1) 

なる式によって表されるととが解ったぐ第 6園参照).但し此の調査は概略的危もめであるから方

向によるエネルギーの饗化は論じ友い.式中、A は常数で，と札は後震源ピ於るを逗震勢力に関係す

ると考ヘられ， λは土地の千均の吸牧係数である.但し地殻表層は複雑たプロック構遣を友L，各

紫 6闘減衰曲線 ×計算値 ①観測値

、

x 
。
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アロ γクによって地震波が散貧Lせられるととが考へられる.其の場合のエネルギ戸の減衰欺態も矢

張り同じ式で表されると考へられるからベ式 (1)に於る孔は土地の吸収係敷とプロックの散乱

係数の混じたものである.現在の調査では爾者を分離する事は出来ない. との事は別に遁嘗ーな地震

を捉へて詳論したいと思って居る.叉ムは震央距離で、粁で表しである猶 Eは c.G. S.皐位で

表した.gpち、置は糎で，Tは秒で表したのである次に各地震に就いて A 及び λ を表示しよ

う.Eは第 II表に載せてある.計雰はデーグの関係上小匡域地震以上に就いてだけ行った.表中

の 1，2，3，4なる呑銃は，第 I衰の備考欄の脚符gpち第紫 3 表

地 震 A 

1.ーく前震〉 1.06x 10-2 

2. く前震〉 5.65x 10-2 

3. .(本震〉 4.22x 102 

4. (全震7 .1..13 X 10-1 

とが解る.
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II表中の脚符と一致する.第 III表を見るにAは小匿

域地震では 10-2のオ{グ{であれ本震では 102のオ

ーダ{である.とれよりして今の場合は本震は前震及び

倉余震に比して其の殻震エネルギーが大韓 104倍大きいと

λは金韓を遁じ 10-3のオーダーである.但しとれは週期ダ略主 3秒程度の波に関するもので，

其の波長は 10粁のオ{ダ{である.此の位の大さのプロ γクを考へるととは困難では無いから λ

が比較的大きいととも土地の可熱性にある吸収とプロ yク棒遣による散乱との混じたものだ.と考へ

策 7園 T波の停播異常、. ればp 不思議は無い.週期が 10秒をとえる

¥ 

波はとれよりも減衰がゆるやか(此の場合は

+ 
土地の可熱性にある吸牧の方が大いと思れ

る〉であるらしいが，共の様たデーグは僅小

である震に論ずる事は出来たかった.

5. 第 II表中ムTとあるのは各測候所報

告の T一波稜震時と走時曲線上の後震時との

差でムTが正の場合は遅く，負の場合は早い

のである.但し走時曲線はエ(ムT)2を最小に

する様に引いたのである.表に記した四つの

場合の千均のsT.の符競を地園上に記したも

のが第7固である.此の園を見ると其の大鰻

の傾向は飯田，紳原爾氏5)の結果と一致する

が，正，負の境界が著しく西に依って居るの

f 

q 

J 
O 

ー、、ー

d 。
• .， 

の K.Takahasi; Seismio waves ~nd .Block Strurture of the Earth's Crus色Geophys.Mag. XI. 
No.2く1937)p. 117. 

5) 飯田法事，紳原健 :T波の停播異管?と就て:地震傭 6巻く昭和 9年〉
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が目立つ. とれは取扱つ?と地震の敷が少かった震か或は叉日向灘地震の特性であるか否かは断言出

来危い.飯田，神原爾氏のデーグは主として関東地方の地震によれ日向灘地震のデータは無い.

若し正負の境界線の移動が日向灘方面の地震の特性であれば，それはそれとして一つの問題を提供

すとLわけTある.

絡りに臨み務始御鞭縫下さった藤原先生，和達先生並びに特にエネルギーに関して有袋友助言を

賜った鷺坂技師，r全般に渉って常に筆者を激蹴せられた木間正作技師に厚く御躍を申し上げる次第

である.
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